
を通した子どもの育ちに期待する
半面、「食事や友だち関係は大丈夫
か」「他の子どもに比べて成長に遅
れがあるのではないか」「他の園で
は、こんなこともやっているよう
だ」といった、一人ひとりの子ども
や家庭の事情に応じたさまざまな
不安があります。できる限り、そう
した不安に寄り添った発信、コミュ
ニケーションを目指したいもので
す。
　では、園の理念をわかりやすく伝
えるポイントはどのようなものか、
具体的に考えていきましょう。

　こうした保護者の気持ちに応え
るには、園が「伝える」だけではな

保育観を理解した保護者は
園に協力的になる

　入園前の保護者に対して園の理
念を伝えることは、子どもの育ちを
支えていくパートナーシップづく
りの意味でも大切です。園の理念を
十分に理解した保護者は、入園後、
園に対して協力的になり、連携して
子どもを育てる関係を築きやすく
なるからです。
　入園前の保護者に理念を伝える
主な場としては、入園説明会などが
あります。入園説明会では、園長先
生などが園の理念や方針などを話
すと思います。それらは説明会の柱
となる重要な内容ですが、園からの
一方的な情報発信になっていない
かを今一度振り返るとよいでしょ
う。
　入園前の保護者は、期待と不安の
両方が入り交じっています。園生活

うというやり方では、なかなか話せ
ないという保護者もいます。そこ
で、グループに分けて説明会を実施
するのもよい方法のひとつです。全
体説明会よりも保護者が意見を言
いやすく、不安も払拭されやすいで
しょう。「子育てについて、どんな
ことでも話してください」という気
持ちで迎え入れることは、そのまま
園に対する信頼感や安心感につな
がるでしょう。
　また、グループであれば、一緒に
園内を回って子どもたちの姿を見
てもらいながら、保育について具体
的に説明することもできます。例え
ば、はさみで何かを作っている子ど
もがいたとしましょう。保育者から
説明がなければ、特に気にも留めな
い場面かもしれません。ここで保育
者が「最初からはさみを使えたわけ
ではありません。発達段階に応じて
遊びのコーナーを設けることで自
然に使えるようになっていきます」
といった解説をすれば、どのように
子どもの育ちを促しているかとい
う説明になります。
　このように何げない保育の一場
面を切り出して、ねらいを伝える中
で、保護者は、保育者という「専門
家」に委ねることの意義を感じてく
ださるでしょう。

　遊びを中心とした日常の保育や
行事などの活動のねらいを言語化
して伝えることも大事です。「○○

ができた」などの目に見えやすい活
動はねらいが伝わりやすいのです
が、保護者に「遊び」のもつ意味や
大切さを理解してもらうためには、
十分な説明が必要です。なかには、
「遊ばせているだけで本当にいいの
か」といった不安を抱く保護者が少
なからずいることも念頭に置いて
ください。
　行事などの活動のねらいも、きち
んと説明しましょう。例えば、代々
続いている活動がある園では、「う
ちの伝統です」と言うだけではな
く、「どのような力が育つのか」「子
どもがどのような表情を見せるの
か」など、子どもの具体的な姿とと
もに伝えましょう。

　遊びについて話す際は、今後の社
会動向を受けて、子どもたちに必要
な力（例えば、ＯＥＣＤが提唱して
いる 21 世紀の知識基盤社会に向け
た「キー・コンピテンシー（主要能
力）」（※）など）を例に出し、その
うえで「幼児期にどのような力を育
てたいか」を伝えると、遊びを大切
にしている理由の説明に説得力が
増すと思います。それは、園長先生
や保育者たちが、幼児教育につい
てきちんと学び続けているという
メッセージにもなるでしょう。

く、保護者から「聴く」姿勢をもつ
ことも大切です。しかし、入園前の
全体説明会で挙手して質問してもら
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どのような発信を心がけるとよいでしょうか。
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特集

園の保育観を入園前の保護者にも
わかりやすく伝えるには？ 

園の保育を在園児の保護者だけでなく、未就園児の保護者にもわかりやすく伝えるには、
園の理念をより明確にして伝える工夫が必要です。自園の保育のよさを伝え、
子どもの育ちに対する保護者の理解を促す理念の発信について考えます。

園の思いを
「伝える」だけではなく
保護者の思いも「聴く」

ポイント 1 ふだんの保育や行事について
「なぜそうするのか？」という
理由を伝える

ポイント 2

子どもの成長について
長期的な
見通しをもって語る

ポイント 3

ポイント 1

ポイント 2

ポイント 3

ポイント 4

園の保育観を「伝える」だけではなく、
保護者の気になることを「聴く」姿勢も大切に

日々の保育や行事のねらいを言語化する
→育ちのストーリーを話し、遊びなどを通して育つ力を説
明したり、視覚的に伝えるとわかりやすい

長期的な見通しをもって、
子どもの成長プロセスを語る
→社会の動向を踏まえ、これからの子どもに必要な力を
伝える

→すり傷やいざこざなどの育ちに必要な経験についても
きちんと伝える

「園長の思い」ではなく、「園の思い」として、より具
体的に伝える
→卒園した子どもの様子や声、卒園生の保護者の声など
で説得力をもたせる

入園前の保護者に保育観を伝えるための

４つのポイント

※「キー・コンピテンシー（主要能力）」とは、これからの社会に必要な力で「社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する力」
「多様な社会グループにおける人間関係形成能力」「自立的に行動する能力」の３つのカテゴリーで構成されたものです。



　また、具体例を出し、遊びの中で
育つ場面を説明することも心がけ
ましょう。「何かに出合い、心を動
かされ、こんな言葉が出て、こうし
た行動につながった」などと育ちの
プロセスを話すことで、一般の人に
はなかなか見えづらい、遊びを通し
て育つ力を伝えられます。「保育者
は、そこまで丁寧に子ども一人ひと
りを見てくれているのか」という安
心感にもつながるでしょう。
　さらに、子ども同士のいざこざや
すり傷といった、保護者にとっては
一見マイナスに感じられる経験が
もたらす成長や、集団だからこそで
きる学びについても、理由とともに
きちんと話しておきましょう。
　このような話をする際は、子ども
が遊んでいる姿を記録したビデオ
や写真を見せて、「こういう遊びを
通して、こんな力が育っていきま
す」と、視覚的に伝えるのもわかり
やすい方法です。

　保育観を伝えるうえでは、「園長
の思い」を強調しすぎないように注
意する必要もあります。あくまでも
園の代表者として、「園の思い」を
伝えるというスタンスをもってく
ださい。
　そのためには、ふだんから、保育
者や保護者の声に耳を傾ける必要
があるでしょう。保育者が大切にし
ている言葉かけや関わり、また卒
園した子どもたちの様子や声、卒

園した子どもの保護者からのメッ
セージなど、園としての思いや願
い、それによって成長した子どもた
ちの声も伝えるようにするとよい
でしょう。
　若手保育者が多い園の場合、「若
い先生で大丈夫かな」という不安を
抱く保護者もいます。園全体でフォ
ローしたり、高め合いながら保育に
取り組んでいる姿勢を伝えること
で、そうした不安を軽減できるよう
にしましょう。

　近年は、入園前に園のホームペー
ジも閲覧するかたが多くいます。そ
こでホームページでのメッセージ
にも気を配るといいですね。
　理念を伝えることは大切ですが、

単にそれを書き連ねるだけでは、ど
のような力が育つのかが伝わりに
くいものです。例えば、園長先生が、
その日に印象的だった子どもの姿
をブログに書くことで、保育の内容
をより具体的に伝えられるでしょ
う。また、ホームページに写真をつ
けて更新すれば、園の保育の雰囲気
がより伝わりやすくなります。
　誠実に保育に打ち込む姿は、保護
者の心を打ち、必ず信頼感に結びつ
きます。保育は一過性のものではな
く日々の積み重ねですので、保育室
の環境や飼育栽培の状況など、保育
観は園内の随所に表れ、一人ひとり
を大切にしているという思いはき
ちんと伝わるでしょう。「日頃の保
育を飾りなく見てもらえればいい」
と、ぜひ自信をもって保護者に臨ん
でいただきたいと思います。

保護者の信頼感は
日々の保育から育まれる

4

◎保護者は、保育者たちが学び続け、育ち続け

ている園の風土を感じ、子どもを通わせたいと

思うものです。ですから、常に園全体の成長を心がけるとともに、自信をもっ

て質の高い遊びや保育をつくり出すように心がけてほしいと思います。そう

すれば、きっと保護者の心を引きつけることができるはずです。

「園長の思い」ではなく
「園の思い」として伝える

ポイント 4

現場の
みなさんへ

ださい。
濱名　入園説明会では、以前に比
べ、「保護者支援」について質問さ
れるかたが増えたと感じます。例え
ば、「預かり保育はあるか」「給食は
週何回あるか」など、「より便利に」
預けたいという保護者の意識が反
映された質問があります。
安家　保育という営みを「サービ
ス」ととらえる風潮が一部に広がっ

保育を「サービス」と
とらえる風潮も

磯部　本日は未就園児の保護者に
園の保育観を伝えるにあたり、園で
はどのような工夫をされているか、
保護者の意識も踏まえてお話をう
かがえればと思います。最初に、未
就園児の保護者に接する中で、近年
感じる変化などがあればお話しく

ているのかもしれません。サービス
という考えが強くなると、消費者の
立場から「権利」が主張されること
があります。しかし、幼児教育や子
育ては、園と保護者が手を携えて進
めていくものであり、サービスとい
う考え方とは相容れない面が強くあ
ります。未就園児の保護者には、「家
庭と園とは、一緒に子どもを育てて
いくパートナーの関係です」という

5
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ベネッセ教育総合研究所
次世代育成研究室

顧問　磯部 頼子　いそべ・よりこ

あけぼの幼稚園
（大阪府・私立認定こども園）

園長　安家周一　あけ・しゅういち

立花愛の園幼稚園
（兵庫県・私立認定こども園）
園長　濱名 浩　はまな・ひろし

価値観が多様化する保護者に
どのように保育観を伝えるか

価値観の変化や多様化に伴い、未就園児の保護者の関心やニーズは変わってきています。
園の理念や実践を効果的に伝えるためには、

そうした変化を見逃さないことが大切です。未就園児の保護者と接するうえで
心がけていることについて、おふたりの園長先生にうかがいました。

座談会



を育てるよりよい環境がととのっ
ていくというプラス面を理解して
いただきます。どのような行事に協
力していただくかも、就園前に十分
にお伝えします。
濱名　特に、新興住宅地などに移っ
てきた新しい保護者は、地域での人
間関係が希薄なこともあって、保護
者同士の付き合いに難しさを感じ
ることがあるようです。そうした状
況も踏まえて説明するように気を
つけています。

ケガやけんかの背景にある
成長の意味を説明する

磯部　子どものケガに神経質に
なっている保護者もいます。そのあ
たりは、どのように説明しているの
でしょうか。
安家　私の園では、理念などをまと
めた冊子で、園がケガについてどう
考えているのかも詳しく説明して
います。能動的に遊んでいるときに
したケガは、子どもにとって勲章の
ようなものでもあります。ただ、ケ
ガはデリケートな問題ですから、事
前によくお話しして理解していた
だくことが大切でしょう。
濱名　ケガを避けたいあまりに、危

険がない環境だけを与えていたら、
逆に成長が阻害されるということ
をお話しします。
　ケガの他に保護者がマイナスに
とらえやすいことに、けんかもあり
ますよね。自分の子どもにはけんか
をしてほしくないという気持ちも
理解できますが、けんかは成長過程
に欠かせません。一見、マイナスに
思えることに大きな意味があるこ
とは、十分に説明しておくことが大
事でしょう。
磯部　小さなケガもしないように
していると、逆に大きなケガをして
しまうこともあるようです。ケガも
けんかも現代では園だから経験で
きることでもあるので、成長におけ
る意味を保護者に伝えていきたい
ですね。

地域への貢献意識が
地域の目を園に向ける

磯部　他に、未就園児の保護者に保
育観などを伝えるうえで大切にさ
れていることをお聞かせください。
濱名　「園を信頼して預けてほし
い」といった話をします。保護者が
保育者を信頼してくれなければ、子
どもも保育者を信頼しないからで

す。もちろん、信頼していただくた
めには、言葉だけでは不十分です。
「こういう道を辿

たど

って、このような
姿を目指しましょう」と、園が子育
ての目標を具体的に指し示してい
くことから、信頼関係は育まれると
思います。
安家　園は保育を実践するだけで
はなく、その内容を伝える努力を忘
れてはならないと思います。そのた
めに、私の園では冊子を作ったり、
ホームページやブログなどの媒体
を活用したりしています。さらに、
園児募集という観点よりは、地域貢

献という視点から園を開放するこ
とで、結果的に地域の目が園に向い
てくるのではないでしょうか。
磯部　未就園児の保護者の思いや
不安を受け止めたうえで、園として
の考えを発信していくことの大切
さがよくわかりました。本日は貴重
なご意見を、どうもありがとうござ
いました。

メッセージを伝えています。
磯部　確かに、事前に納得してもら
うことで、入園後の保護者との連携
はより強固になりますよね。
濱名　未就園児の保護者から、「こ
の園では、行事参加などで保護者は
年何回、園に来る必要があるのか」
と質問されることがよくあります。
ときには、「あまり拘束されたくな
い」「ボランティアはしたくない」
などと、直接言われることもありま
す。そのようなかたには、少しき
つい言い方なのかもしれませんが、
「保護者は『お客様』ではなく、一
緒に子どもを育てる私たちのパー
トナーなのですよ」とはっきりとお
伝えし、理解していただくようにし
ています。一方で、「もっと子ども
に関わりたい」という保護者も多く
いらっしゃいますので、考え方が多
様化していると言えるでしょう。

孤立化する保護者を受け止め
関係を築いていく

磯部　保護者の変化の背景にある

子育て環境は、どのように変わって
きていると感じますか。
濱名　孤独に子育てをされている
保護者が多いという印象を受けま
す。一時期に比べ、地域のサークル
活動の勢いも弱まっているようで
す。そこで未就園児の子育て広場な
ど、まずは保護者同士がつながれる
場を提供することに努めています。
安家　私の園でも未就園児クラス
に力を入れていますが、大切なの
は、その集まりが盛り上がるよう、
活動を促進させていく役割（ファシ
リテーター）を保育者が担うことで
す。親子をその場に集めるだけで、
専門家が関わらないのでは、公園に
集まるのと変わりませんから。
　活動を促進させていく際は、保護
者は子育てに関する「回答」を求め
て未就園児クラスに来ているので
はないということに注意していま
す。今はインターネットや雑誌など
に情報があふれ、検索すれば、すぐ
に回答を得られます。しかし、回答
を知ったとしても、子育てへの不安
やつらさは収まらないのです。最初
に「子育てはひとりで簡単にできる
仕事ではない」ということを伝え、
「あなたはすごい仕事をしている」
と、認めて受け止める姿勢が重要だ
と思います。自分が認められて自信
がわくと、心のスペースが開いて園
からの情報も素直に受け止められ
るようになると思います。
磯部　場を提供するだけの子育て
支援では、なかなか人が集まらない
という話も聞きます。保護者は、保
育者をはじめとした専門家による
サポートを求めているということ
なのでしょう。

濱名　「無理しなくていいんです
よ」というメッセージも大切にして
います。山登りにたとえるのなら、
園は保護者に対し、「あの山に一緒
に登りましょう。頂上から、こんな
景色が見えますよ。私たちも一緒に
登りますから、安心してください
ね」と、常に伝えることが大事だと
思います。それが、子育てのパート
ナーであるということではないで
しょうか。

保護者の協同が子どもにとって
プラスになることを伝える

安家　保護者の変化としては、保護
者同士の付き合いに苦手意識をも
つかたが増えていることもあるで
しょう。未就園児の保護者から、「親
同士の付き合いは大変ですか」とい
う質問をよくいただきます。それに
対し、保護者同士の付き合いが濃密
であることは否定しません。そのう
えで、行事やイベントなどで協同し
て理解し合うことによって保護者
自身も楽しみながら成長し、子ども
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　「現在、６施設を運営し、園児数
は６００人を超えます。保育者をは
じめとしたスタッフは約１７０人に
上るため、園としての考えを冊子に
まとめて共有を図りたいと考えま
した。いわば、保育を考えるうえで
の『根っこ』となる部分です。この
冊子を題材として学年ごとの保育
者で読み合わせをするなど、研修に
も活用しています」

子どもと大人がともに
「よく生きる」大切さを伝える

　冊子は、保護者に対して園の保育
観を伝えることを意識した読み物
風のわかりやすい内容となってい
ます。
　園の基本的な考え方を表した項
目のひとつが、「『よく生きる』とい
う権利」と題されたものです。ここ
では、最初に「人は『よく生きる』
権利を有している」と述べたうえ
で、「保護者が『よく生きよう』と
していると、その親を見て育つ子ど
もは、当然『よく生きよう』としま
す」と説明し、子どもとともに大人
が育つことの重要性について語っ
ています。
　「そもそも、保護者の誰もが、初
めは親としては『初心者』です。そ

保育の「根っこ」となる
考え方を冊子として整理

　１９５４年の設立以来、あけぼの幼
稚園は、「自由な人間になる」とい
う教育理念を掲げ、幼児期の「遊
び」の大切さにこだわった保育を実
践してきました。一見、遠回りに見
えても、１０年後、２０年後に実を結
ぶことを願う「人生の畑づくり」が、
子どもの伸びやかな成長につなが
るという考えをもっています。
　そのような保育は、最も身近な環
境である家庭と園とが心をひとつ
にすることで、初めて成立するとい
うのが園の考えです。そこで、就園
前の時期から保護者に保育の理念
を伝え、共有することを大切にして
います。
　入園希望者に販売される書類
セット（５００円）の中で、ひとき
わ目を引くのが、『「あけぼの」とい
う生き方―ようこそ「あけぼの子育
て村」へ』（A5サイズ・36ページ：
図１）と題されたフルカラーの冊子
です。２０１２年、園の理念を保護者、
保育者とともに再確認することを
目的として発行されました。園長の
安家周一先生は、次のように話しま
す。

のことを意識し、肩の力を抜いて、
『ともに育つ』という気持ちが大切
だと伝え続けています」（安家先生）

「ケガ」について
子どもの面から見た効用を伝える

　保護者の心配の種である「ケガ」
についても、「子どもには『ケガを
する権利』がある」という項目で丁
寧に説明しています。ケガは決して
マイナス面があるばかりではなく、
「子どもたちは能動的な遊びの中で、
さまざまなケガに遭遇し、その経験
から慎重さを身につけます。そのよ
うな意味から、小さなケガは、大き
なケガの最大の予防となる」という
のが園の考えです。
　ある子どもが、保育中、額にケガ
をしたことがありました。連絡を受
けて駆けつけた保護者に安家先生が
謝罪をすると、「子どもには『ケガ
をする権利』がありますから、当然

のことです」と返されました。安家
先生はそれを聞いて、園の考えが保
護者に深く理解されていることを
実感したと言います。
　他に冊子は、「『子ども中心』であ
る」（大人の都合や価値観はそれぞ
れだが、子どもを中心に育てるこ
と、育つことに価値をおくという考
え方）、また「自然を生きる＝不便、
不足、不快、不潔からの学び」（便
利で、満ち足り、快適で清潔な無菌
の環境では、力強い子どもの育ちは
達成できないという考え方）などの
項目で構成されています。
　「設立から約６０年が経過した
２０１２年の時点の考えや思いをまと
めています。これで終わりというこ
とはなく、さらなる保育の充実を求

め続け、随時、改訂していきます」
（安家先生）

不安や誤解を招きやすい
「ウワサ」にＱ＆Ａで答える

他に、未就園児の保護者が手にする
書類セットの中でユニークなのが、

「“あけぼの”に関するウワサ一覧」
（図 2）というプリントです。
　「未就園児の保護者の間には、園
に関するさまざまなクチコミが
回っています。なかには、不安や誤
解につながるものもあるため、保育
者の耳に入ったウワサについてま
とめて答えています」（安家先生）
　例えば、よくあるのが、「親の付
き合いが大変そう」というウワサで
す。
　「確かに、保護者同士の関わりが
強いのは特色のひとつです。そこで
プリントの中では『クラス、地域、
係などさまざまな場面で保護者同
士の関わりがあるのは、同じ年代の
子どもをもつ保護者同士が心を開
いて、私たち保育者と一緒にあけぼ
のの保育をつくり上げていただき
たいと考えているからです。最初か
らうまくいかなくても、だんだん上
手になりますから心配する必要は
ありません。あけぼのでできた保護
者間の友だち関係は、卒園後も続い
ているようです』とお伝えしていま
す」（安家先生）
　書類セットには、ＤＶＤも含まれ
ます。これは、保育者が、園の生活
や行事を撮影した映像や画像をパ
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特集

園の保育観を入園前の保護者にも
わかりやすく伝えるには？ 特集

園長

安家周一先生

あけぼの幼稚園の教育理念をまとめた冊子 図１

あけぼの幼稚園の理念を1冊にま
とめた冊子『「あけぼの」という
生き方』。保護者への発信である
と同時に、保育に関わるスタッフ
にとってのよりどころでもありま
す。

保護者の不安や誤解にも向き合う中で
保育観や人間観を共有
あけぼの幼稚園（大阪府・私立認定こども園）
半世紀以上にわたり、自由な「遊び」にこだわった保育を実践してきた
あけぼの幼稚園。保護者と心をひとつにして、「１０年後、２０年後に実を結ぶ」保育を
目指しています。そのために、保育観をまとめた冊子を活用するなどして、
未就園の時期から保護者と目線を合わせることに力を入れています。

事例 1

WEB サイト限定で「園の保育観を伝える　全国の園のアイディア」を掲載しています。
詳しくは、ベネッセ教育総合研究所HPにアクセスしてください。　▶▶▶ http://berd.benesse.jp/magazine/en/latest



ソコンで編集したもので、より具体
的に保育をイメージしてもらうために
つけています。

保護者や地域住民と協同し
「ともに育てる」保育文化を築く

　未就園児の保護者に園の保育観
を伝える機会のひとつとなってい
るのが、子育て支援として実施して
いる未就園児向けプログラムの「よ
ちよちくらぶ」（１歳児）、「たけの
こランド」（２歳児）です。
　「よちよちくらぶ」は、１期６回、
親子が一緒に楽しむ参加型のプロ
グラムです。「たけのこランド」は、
１期 10 回、親子で参加したり、子
どものみで実施したり、徐々に遊び

を広げていきます。どちらも、保護
者同士が交流したり、安家先生をは
じめとした保育者が育児の助言を
したりする時間を大切にしていま
す。
　「地域の子育て支援をしたいとい
う気持ちから始めたプログラムで
す。参加者の中には、私たちの保育
観や人間観に共感して入園してく
ださるかたもいます」（安家先生）

　特別な募集はしていませんが、ク
チコミにより、毎年応募者多数で抽
選となっています。
　「保護者は、『いいな』と思ったこ
とは、必ず周囲に伝えてくださいま
す。より多くの保護者や地域住民の
共感を得て輪を広げていくことで、
地域にともに子どもを育てる文化
を築いていきたいと思っています」
（安家先生）
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保護者の素朴な疑問に答えるＱ＆Ａ（一部抜粋）図２

「自由な時間とほったらかしの違い」など、保育者にとっては当たり前のこと
も、保護者の視点で丁寧にくみ取り、Q＆A形式で答えていきます。

１歳の未就園児が保護者と一緒に参加する体験型プログラム「よちよちくらぶ」

あけぼの幼稚園
◎教育理念は「自由な人間になる」。そのために自由な時間や遊び
にこだわった保育を実践する。２００９年に認定こども園として認可され、
あけぼのっこ保育園を併設する。

園長 安家周一先生
所在地 大阪府豊中市南桜塚２-１４-７
園児数 ２１４人（３～５歳児）

WEB サイト限定で「園の保育観を伝える　全国の園のアイディア」を掲載しています。
詳しくは、ベネッセ教育総合研究所HPにアクセスしてください。　▶▶▶ http://berd.benesse.jp/magazine/en/latest 2013 秋

ると言います。
　「『あと伸びする力』は、見えにく
いものです。そのため、保護者に対
して『こういう力がつきます』とい
うわかりやすい説明はできません。
子どもの発達段階を踏まえ、『この
時期には何を大切にしているか』と
いう保育の根本にあるねらいを理
解してもらうことから始めていま
す」（濱名先生）

データや事実を織り交ぜ
子どもの育ちの現状を伝える

　未就園児の保護者に保育理念や
具体的な実践を伝える機会となっ
ているのが、毎年９月に実施する入
園説明会です。入園説明会では、濱
名先生が作成した資料（約４０ペー
ジ）を使って約４０分間にわたって
説明します。
　「保育理念は、どうしても漠然と
した内容になりがちです。しかし、
それでは、専門知識がない保護者

自分で人生を歩む力を
子どもに育みたい

　立花愛の園幼稚園の保育理念は、
「あと伸びする力」を育むことです。
園長の濱名浩先生はこのように説
明します。
　「いろいろなことが早くできるよ
うになっても、すぐにしぼんでしま
う力では意味がありません。ゆっく
りとでもいいので、生きるための力
を確かに育てることを目指してい
ます。そのためには、大人がレール
を敷くのではなく、子どもの心に火
をつけて、つまずいても自分の力で
歩んでいける力を育てたいと考え
ています。それが『あと伸びする力』
です」
　「あと伸びする力」を育む保育は、
すぐに何かをできるようにするこ
とを目標としていません。そのた
め、保護者にも長い目で見てもらう
必要があり、丁寧な説明が求められ

は理解できません。そこで、視覚的
に訴えかけるデータや説得力のある
事実を提示するように心がけていま
す」（濱名先生）
　入園説明会の内容を具体的に見て
いきましょう。
　冒頭で現代の子どもの問題意識を
共有するために提示するのが、「小
学４～ 6年生のなりたい人間像（国
際比較）」（図１）というデータです。
このデータは、東京の小学生のなり
たい人間像の数値が、外国に比べ、
著しく低いことを示しています。
　「海外の子どもに比べ、日本の子
どもの意欲や勉強に関する関心の低
さを知り、大きなショックを受ける
保護者が多いです。最初に問題意識
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特集

園の保育観を入園前の保護者にも
わかりやすく伝えるには？ 特集

園長

濱名　浩先生

年中担当

岩井博美先生

データや事実を織り交ぜた説明で、漠然と
しがちな保育理念をイメージしやすくする
立花愛の園幼稚園（兵庫県・私立認定こども園）
立花愛の園幼稚園は、「あと伸びする力」を育むことを目指しています。
あとから育つ力の下地をつくることがねらいのため、保護者にも長期的な見通しを
もってもらう必要があります。入園説明会の様子から、
保育の理念や実践を具体的にわかりやすく説明する工夫をご紹介します。

事例２



2013 秋

ず、その場限りの遊びになりがちで
す。これが『公園での遊び』です。
園では、保育者が一人ひとりの子ど
もを理解して記録を作成し、必要な
環境や経験を見通し計画を立てる
など、継続的な指導・援助が行われ
ます。これが『保育の中での遊び』
です。このように説明して『保育の
中での遊び』とは『学び』に他なら
ないことを理解していただきます」
　さらに、「遊び」は、発達段階に
応じて変化することも説明します
（図３）。

保護者が気になる文字、数は
園ならではの獲得過程を提示

　文字や数の習得も、保護者の大き
な関心事です。そこで、遊びの中
で、自然に文字や数を獲得していく
姿を説明します。例えば、濱名先生
は、このような実際にあった育ちを
例示しています。

　こうした説明により、大人が文字
や数を教えるのではなく、子どもが
自然に興味をもって自ら獲得する
ように促す支援に徹するという園
の方針を理解してもらいます。

　「このように園の保育観や実践を
具体的にイメージしてもらうこと
で、入園説明会の参加者の８割以上
が取り組みを理解し、入園を希望し
てくださいます」（濱名先生）

園長先生自ら保育に入り
園全体で保育観を共有 

　園の保育観を日々の保育の中で
具現化するために、保育者の間で意
識や情報の共有を図ることも大切
にしています。濱名先生は、朝礼
や終礼で園内で起きたエピソード
を通して保育観を述べたり、ニュー

スや出来事に対する考え方を伝え
たりするように心がけています。ま
た、保育者がお互いの保育を見せ合
う研究保育では、園長先生が保育に
入って保育観を伝えています。年中
担当の岩井博美先生は、「園長先生
が具体的に伝えてくださることも
あり、日頃から園の保育観を意識し
ています」と話します。
　全ての保育者が同じ方向を向い
て保育をつくり上げることで、保護
者の園に対する理解はより深まり、
信頼を醸成することにつながって
います。

を共有することで、『それでは、ど
のように育てればよいのか』という
ことを、一緒に考えてもらうのがね
らいです」（濱名先生）
　さらに、幼児教育について述べ
た文部科学省中央教育審議会答申
の中で、子どもの育ちの変化とし
て【基本的な生活習慣の欠如】【自
制心や規範意識の不足】【コミュニ
ケーション能力の不足】【小学校生
活への不適応】【学びに対する意欲・
関心の低下】が挙げられていること
を説明します。ただし、ひとつずつ
細かく解説すると専門的な内容に
なってしまうため、「こういう指摘
がある」という程度の簡単な説明に
とどめています。

「遊び」や「学び」は
例を挙げて解説

　続いて、保育を通した「学び」に

ついて説明します。
　「文字や数を習得することを『学
び』と思っている保護者もいます。
しかし、幼児教育は小学校の先取り

教育ではなく、自らの興味や関心に
添い、友だちとともに、心と体に体
験を刻み込んでいくことが『学び』
であると考えています。私たちの
保育を理解していただくため、この
点については重点的に説明します」
（濱名先生）
　そうした方針のもと、「からだ（体
育）」「こころ（徳育）」「食育」「あ
たま（知育）」の４つの領域を大切
にしていることを、図を示して説明
します（図２）。
　保育の中で「学び」を促すために
大切にしているのが「遊び」です。
「遊び」という言葉もさまざまな意
味をもち、保護者によって異なるイ
メージを抱くため、詳しく説明しま
す。まず考えてもらうのが、ふだん、
保護者が行う「公園での遊び」と「保
育の中での遊び」の違いです。
　「保護者が近所で遊ばせるなど、
子ども任せの遊びでは、発達段階に
見合った意味のある援助はなされ
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出典：財団法人日本青少年研究所『小学生の生活習慣に関する調査』（2007）

これからを生きる力を育てる

・基本的生活習慣
・体力
・運動能力

・コミュニケーション
能力
・自制心
・規範意識

・体に必要なものを
選んで食べる
・マナー、感謝

・学びに対する
意欲・関心
・知力

こころ
（徳育）

あたま
（知育）

からだ
（体育）

食　育
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小学４～６年生のなりたい人間像（国際比較）

立花愛の園幼稚園が大切にする４つの領域

発達段階に応じて変化する遊び

図１

図２

図３

協同的な遊び
協同的な経験
言葉の共有

やりたい遊び
追求的な経験
イメージの共有
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　保育室にポストを置いたら、
ある女の子が友だちに自分の描
いた絵を渡そうとして入れま
した。受け取った子どもはどう
しても返事を書きたくなり、家
で保護者から文字を教えてもら
い、『○○ちゃんへ』と書いて
ポストに入れました。このよう
な簡単な手紙のやりとりが、じ
わじわとクラスに広がっていき
ました。

出典：文部科学省　平成21年度幼児教育の改善・充実調査研究『協同して遊ぶことに関する指導の在り方』（全国国立
大学附属学校連盟幼稚園部会、兵庫県）

立花愛の園幼稚園
◎遊びを通した豊かな体験・生きた体験を重視した保育に取り組む。
同市内で武庫愛の園幼稚園も運営。平成 25年、「対話が育てるた
くましく生きる力」をテーマにした保育実践で、第 62回読売教育賞「幼
児教育・保育部門」の優秀賞を受賞した。

園長 濱名　浩先生
所在地 兵庫県尼崎市立花町３-20-27
園児数 515人（３～５歳児）

WEB サイト限定で「園の保育観を伝える　全国の園のアイディア」を掲載しています。
詳しくは、ベネッセ教育総合研究所HPにアクセスしてください。　▶▶▶ http://berd.benesse.jp/magazine/en/latest
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